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各年度とも共通して５つの傾向に分類できた．

第1グループ：全体的に評価が⾼い学⽣層

COVID-19流行前後での京都女子大学学生における学修行動分析
-ALCS学修行動比較調査を用いて-
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【分析の流れ】

【調査設問項⽬】

京都⼥⼦⼤学に在籍する1回⽣・3回⽣を対象に実施された
2019年から2021年のALCS学修⾏動⽐較調査結果

６段階評価で調査された3つのカテゴリに所属する設問群を
対象とし，スコアリングした回答結果を分析に⽤いた．

カテゴリ名 内容 設問数(問)
経験 学修に関する経験 22
満⾜ 教育・施設設備・環境・制度 18
希望 学修に関して望んでいること 16

要約

ALCS 学修⾏動⽐較調査を⽤いて，新型コロナウイルス感染症
(COVID-19) の流⾏が学⽣の学修⾏動にどのような影響をもたら
したかについて，2019 年から2021 年までの３年間の各年度の傾
向の⽐較分析をした．

設問カテゴリごとの平均スコアを⽤いて⾮階層的クラスター分
析を⾏なったところ，学⽣の学修⾏動は５つの傾向に分類でき，
COVID-19 の流⾏前後で学修⾏動の傾向に変化が⽣じていたこと
が分かった．また，COVID-19 によって学びの環境が⼤きく変化
する状況下でも，様々なことに挑戦したいという希望意欲を⾼め
ていることが考えられる．

• ⾮階層クラスタリングを⽤いて，学⽣を傾向ごとに分類
• 評価スコアを⽤いたレーダーチャートを作成

【背景】

【⽬的】
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全体的に評価が⾼い学⽣の割合が増加傾向にある
学修環境のオンライン化によるポジティブな影響が考えられる

希望スコアが平均以上である学⽣の割合が年々増加傾向にある
学修環境が変容する中でも挑戦することへの希望を⾼めている
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■各グループ評価スコア
■ 2021年平均スコア

第2グループ：全体的に評価が低い学⽣層

第4グループ：希望スコアが⾼く，経験・満⾜スコアが低い学⽣層

第3グループ：満⾜・経験スコアが⾼く，希望スコアが低い学⽣層

第5グループ：希望スコアが⾼く，経験・満⾜スコアが低い学⽣層
(特に満⾜スコアが極端に低い)

希望・意欲

COVID-19感染拡⼤がもたらした学⽣⽣活の急激な変化の影響や
特徴を， ALCS 学修⾏動⽐較調査結果 [1] を⽤いて分析する．
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学⽣の学修⾏動や傾向を分析することは，学⽣が学びに対して
どのようなニーズを持つのか，何に不満を抱いているのかを理解
することに繋がる．COVID-19 の感染拡⼤で学びを取り巻く環境
が⼤きく変容したことにより，学⽣の学修⾏動に何らかの影響を
与えているのではないかと考えられる．
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